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行 マタイ 19:21; ルカ 18:22）、神殿でわずかしか献金できなかったやもめを「乏しい中から生




















































































への反感が表れており（イザヤ書 5:1-7, 1-137, 22:20）、エレミヤ書 7:9 では宗教的指導者たちは
はっきりと「盗人」“thieves.” と呼ばれ、同書 14:18 では律法学者と祭司たちの商業主義が批
判されていることにも注意を喚起している 12。クムラン教団のハバクク書注解でも、大祭司
がしばしば「邪悪な祭司」（Wicked Priest）（1QpHab1:13; 8:9; 9:9; 11:4）と呼ばれ、貧しい者
たちから奪い（1QpHab8:12; 9:5; 10; 1; 12:10）、富を蓄え（1WpHab8:8-12; 9:4-5）、聖域を汚し
ている（1QpHab12:8-9）と非難されている 13。実際、イエスが神殿のあり方に批判的であっ





ている a;frwn は、LXX の詩編 14:1「愚か者は心の中で言う、『神などいない』と」で用いら
れている語と同一であり、イエスの譬えを聞いた者はこれとの明らかなつながりを感じたで
あろうと指摘されている 14。詩編 14:1 の a;frwn は lb'n" のギリシア語訳であり、lb'n" は倫理的、
宗教的に無感覚な人間、神を否定し、冒涜する人間を表す（BDB）。新共同訳は、「神を知ら
ぬ者」となっている。神が存在しないかのように、悪を行い、他人を食い物にする者たちが
詩編 14 ではこう呼ばれている。イエスの譬えでも、a;frwn は、この意味を内包するであろ
う。























































































































ここで、ハルトグレンは「天使たちに助けられた昇天」が「12 族長の遺訓」の 10 男、アセル
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